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知事記者会見（平成２４年１０月１５日）

●知事発表

（１）皇太子殿下の本県御訪問（行啓）について

（２）秋田県文化功労者表彰式・秋田県地方自治功労者表彰式に

ついて

（３）県庁舎の停電について

●幹事社質問

（１）県庁舎の停電について

時間：１２：５９～１３：２７

場所：プレゼン室
--------------------------------------------------------------------------------
（幹事社）

それでは、知事から発表事項があるということなので、よろしくお願いします。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

既に報道されておりますけれども、皇太子殿下の本県の御訪問でございます。

皇太子殿下におかれましては、１０月の３１日から本県で開催されます「第１５回全国

農業担い手サミットｉｎあきた」に御臨席、あわせて地方事情を御視察されることになっ

ております。

御日程は、１０月３０日から３１日までの２日間の御予定であり、秋田市、五城目町、

能代市を御訪問されます。

また、能代市では「第１３５回秋田県種苗交換会」を御視察されるほか、秋田市では「あ

きた総合支援エリアかがやきの丘」を御視察になります。

皇太子殿下の御来県は、本年６月の「第２３回全国『みどりの愛護』のつどい」に引き

続き、９回目でございます。皇太子となられてからは７度目、御公務での御訪問は６度目

となります。

今回の御来県を県民の皆様とともに心から歓迎申し上げたいと思います。

次に、平成２４年秋田県文化功労者、秋田県地方自治功労者についてであります。

資料お渡ししておると思いますけれども、平成２４年秋田県文化功労者及び秋田県地方

自治功労者について発表をさせていただきます。

まず、秋田県文化功労者でありますが、これは日頃たゆまぬ御精進によりまして、本県

の文化の向上発展に寄与されました方々を表彰するもので、今年は８名の方々に決定をい

たしております。名簿のとおりでございます。



- 2 -

次に、秋田県地方自治功労者でございますけれども、これは長年にわたり地方自治の発

展に寄与されました方々で、今回は県議会議員と市町村議会議員合わせて１０名でござい

ます。名簿のとおりでございます。

表彰式は、１１月２日に県正庁で行うことといたしております。

３番目といたしまして、まず、この度の県庁舎の引き込みケーブルの不具合によりまし

て、長時間、県庁舎が停電いたしまして、大変県民の皆様に御迷惑をおかけいたしました。

大変申し訳ございませんでした。

今後は、県庁舎のみならず地域振興局庁舎も含めまして、基幹設備等の総点検を実施い

たしますとともに、いずれ通常のメインテナンスそのものについても、より計画的、ある

いは注意深く行ってまいらなければなりませんので、今日の朝の部局長会議で、電気ばか

りじゃなくて様々な面から県の各庁舎について点検するように指示をいたしてございま

す。

御承知のとおり今回の停電は、県庁の本庁舎、議会棟、秋田地方総合庁舎の３棟でござ

いました。いずれ１０月１０日の午前１０時４１分から翌日の午後３時までの２８時間１

９分という大変長い間の停電でございます。

原因は、御承知のとおり電力を引き込む高圧ケーブルの絶縁不良によります漏電でござ

いますが、いずれ絶縁不良の起きた原因というのは、それを通しておる管がですね、コン

クリート管でありますが、それの段差というかズレ等により、これ技術的に言うとすぐわ

かるんですけども、いずれ後でまた御質問があれば答えますけども、いずれむしろその管

路の非常に老朽化していたという状況からの漏電ということに、直接的にここの部分が切

れていたとかそういうことじゃございませんで、全体的に高圧ケーブルのいわゆる電界密

度が非常に強くなりますので、圧迫されると、そういう原因というふうに推察されます。

いずれ納税証明等の関係、あるいは電話のつながりが悪くなった等々、具体的な大変御

迷惑をおかけいたしたわけでありまして、今後この点について十分踏まえまして、いずれ

様々な形での対応をとってまいらなければらないと思っております。この点については、

非常にめったにないというか全国的にもなかった、ほとんどないことではないかと思いま

して、私も東京にちょうど出張中でございまして、すぐ帰ってきて夜に報告を受けました

けれども、ほぼ、私の推察したどおりの結果であります。技術的に見ると、単純な話であ

りますが、そういうことで、やはり全体としてはですね、これも庁舎そのものの耐震改修

等をやっておりますけれども、やはりいろんな設備等について計画的に更新をしてこなか

ったという、いずれあの、全体の責任は私ですけれども、私もまさか、まさか管がですね、

あのコンクリート管になっているとはわかりませんでした。平成３年に大体あのケーブル

が２０年から２５年、大体本当は３０年、４０年もつんですけれども、その取り替えた際

に、あの時期であると、いわゆるフレキシブル管がもう普及していた時代でありますので、

当然そうなっていたものと私は思っていました。そういうことで、改めてかなり県庁の場

合、そこら辺がその、そのときそのときで、予算の関係もあったりして、かなりそういう

ことがおろそかになっていたということで、これは今後こういうことあってはなりません

ので、もう一度金がかかっても、やはり全部点検して、直すべきものはやはり直していか

なきゃならないということで、そういう反省を踏まえて今日指示したわけであります。
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以上でございます。

--------------------------------------------------------------------------------
（幹事社）

では、先に幹事社質問に移らせていただきます。

今、停電のお話もありましたけれども、これまでの非常時の備えというものが、知事と

して十分だったかどうか、不十分と感じる部分があるのかどうか、それと、高圧ケーブル

の複線化という面や自家発電機のオイルタンク、検討というふうな表現になっているんで

すが、そのあたりやっぱり見直す必要があるのかどうか、その２点教えていただければと

思います。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

現実の問題として、どれをどこまでやればいいかということは問題もございます。まず

あのいわゆる限界はないわけですけれども、一定のその何ていいますか常識的な範囲って

ありますけれども、やはり、まあこれ私が言うのも何ですけど、庁舎管理そのものを全部

私が指示・・・、変な話、ここら辺がですねやはり抜けていたといえば抜けていた点です。

反省すべき点です。どうしてもですね、そういうその本来であれば、やはり万が一の災害

等の場合、県庁舎、県がやはり、いかにその不都合がなく、１００パーセント能力を発揮

しなくても、やはり中央的な司令塔として維持していかなきゃならないというそういう点

がございます。そういう点で、どうしてもですね古い庁舎でありまして、やはりその後の

いわゆる昔に比べると電気が猛烈に多く使っていると。高圧もたくさん使う。あるいは自

家発（電）、あるいはそういうものもどんどんどんどん大きくなってきていると。あるい

は情報機器が昔はなかったわけですけども、私が県庁へ入った頃は、まあほとんど手作業

でしたけれども、そういうことからして、どんどんどんどん、たこ足のようにね、これが

どんどん増えてきていると。それに対して、その部分部分だけプラスしていったものとい

うことで、かなり全体としてのバランスがやはり崩れてきていると。秋田市役所のように

全部建て替えると、全面的にそのときは解決しますけれども、県庁はそういうことではな

いわけでありますので、耐震化については非常に注意を払ったけれども、やはりそういう

設備等についてのこれまでの長い間のメインテナンスの習慣がおろそかになっていたと。

また、そういうことでいろいろと非常用電源のコンセントが少なかったりね、全体とし

てかなり齟齬があります。この点はやはり今回、全部見直さなきゃならないと。

そういうことで、指示したのは、やはり引き込みは２系統になっていますですね。引き込

みはいいんですけれども、内部配線がこの本庁舎と議会棟とこの総合庁舎が１系統という

ことで、敷地内は１系統ですので、これやはり２系統にするように、当面はまず今のやつ

を復旧しなきゃなりませんけども、いずれできるだけ早くもう１系統つけ足すと。これは

当然、いわゆるその安全策からすると、全く別の経路、全く別の引き込み方というのが普

通であります。よくあのプロ野球の選手が、片方、半分飛行機で行って、片っ方新幹線で

行くみたいにね、片っ方は、やはり今、埋設だとすると片方は埋設じゃなくて空中線、全

く違う離れた場所、何かあると同じところにストレスいきますからね。そういうことであ

りますけれども、ただこれも、高圧（ケーブル）をどっから引っ張れるかということで今、

電力（会社）と協議をしております。これで２系統。それから、たまたま油タンクがです
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ね、やはり点検しなきゃならなくて、点検の際にある程度油を減らして中を見るもんです

から、そういう形で減ったときにこういうことがあったわけでありますが、これをどうす

るかということについて今、例えば補助用の・・・、車の冷却水というのは今、２系統タ

ンクついてますね。ああいうふうにするかどうか。 ただですね、油というのは劣化しま

すので、ずっと長く入れておけないんですよね。ですから、２万リットルそのものがある

程度入っていればいいわけですけれども、ただこういう点検の際に、例えば予備の、点検

する際には減らしても、何かのときにすぐ入れれるようにね、例えばタンクローリーを側

に置いておいて点検するだとかね、もし点検しているときにも地震がないとは言い切れま

せんから、ですから、いずれにしても運用上も含めて、そこら辺をですね今全部チェック

をして、どういう対策をとるのか詰めさせています。

それから、非常用電源もですね、かなり増やさなきゃならないし、パソコンもいざとい

うときに、これは御承知のとおり全部の電気が賄えるような自家発電なんていうのは、こ

こに発電所を作らなきゃなりませんから無理ですけれども、少なくても非常用に使うよう

なパソコンの台数だけは確保するような非常電源に、まあ今もなっているようですけれど

も、実際、それが運用上、果たしてうまくいくのかという、そういういろんなシミュレー

ションもしなきゃならないということで、今朝いろいろと協議をしながら、できるだけ早

く、少なくても来年の予算に間に合わすもの、あるいは１２月補正で組むものを含めて、

これですねやっぱり金かけるものについては金かけなきゃ無理なんですね。

ですから、ここら辺をちゃんと指示しました。

いずれにしても大変お恥ずかしいことで申し訳なく思っています。

--------------------------------------------------------------------------------
（幹事社）

それでは、知事からの発表事項、またあと幹事社質問に関連して、各社さん、質問よろ

しくお願いします。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

今の停電に絡んでですが、こちらのいただいたペーパーで、今後の対応の１で「基幹設

備の総点検を実施する」とありますが、ここでいう「基幹設備」というのはどういうもの

を念頭に置かれているのか、そしてあと点検はいつ頃までに実施する御予定か、その上で

何か問題があるとなれば、どういう対応をされるか、そのあたりもう少し教えてください。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

特にですね本庁舎。第二庁舎は新しくて、この前の地震のときもちゃんと動きましたけ

ども、（本庁舎と）総合庁舎はですね、これかなり古いんです。総合庁舎もですね、相当

古い施設を、全部、建物の耐震化は終わりましたけれども、やはり電気系統等が場合によ

っては本庁舎と同じように、例えばケーブル等はですね、これは電気保安の関係で、ある

一定の程度で取り替えなきゃならないんですけども、今回はケーブルは取り替えたけれど

も、その管路がね、ですからあれ管路が電気抵抗測っても出てこないわけですね。ですか

ら、管路が本来ならば、もうフレキシブル管に替わっているはずですけれども、もしかし

たらそういうこともあるかもしれない。
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あるいは、やはりその他もね、いわゆる配線だとか、あるいはそういう冷暖房も含めて、

空調も含めて、もう一回調べると。

それともう一つはですね、かなりその県有施設で老朽化して、例えば階段の手すりが腐

っていたりね、もうその目に見えないところもございますので、こういう点について、現

在各そういうところの県のまずは建物をすべてチェックするということで、これはできる

だけ早くということで、いずれにしてもですね安全に関することですので、悠長に待って

いられませんので、場合によっては危険な状態だとすると１２月補正に上げるべくという

ことで、抜本的になりますと設計だとかその調査が必要ですので、来年度の新年度という

ことでしょうけれども、いずれそう時間をかけないでチェックということで、もう既に、

出納局の方では職員が担当が各（県有施設を）回る計画を今作って、間もなく回るように

しております。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

ありがとうございます。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

すいません、知事、あの、本復旧はいつまでにされるのかということとですね、今回の

ように庁舎の施設に異常があった場合の対応というのは、県として何かまとめているもの

があるんでしょうか。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

本復旧はですね、少なくても今月末までは、今の経路のところも管埋まっていますので、

あれとは別に、まあ同じようなところ、どこをやるのかね、やはり日常業務にできるだけ

支障のない範囲で、どこを通すのが一番いいのかということで今検討していまして、少な

くてもフレキシブル管に替えて、その地盤の動きがあっても大丈夫なようなそういう新し

い管に替えてやりますので、これは若干時間かかりますけれども、少なくとも今月中には、

まずは１系統の本線の復旧をいたします。

あと、その間、様々な形でのもう１系統をどうするのか、東北電力さんとどっから取るの

かという、高圧（ケーブル）ですので、２系統を取るとすると、できるだけ別から取った

方がいいわけですから、そういうことで協議をして、これをいつか、これはもうちょっと

かかります。

それからですね、やはりこういう場合についての今回のその、油のタンクのね、点検の

際の処理の仕方等々についても、一定のルールがはっきりしているわけじゃございません

ので、やはり油の補給等についてもですね、自動的にある程度少なくなったら、もう常に、

どういう状態でも２分の１は必ず確保するだとかね、先程言った点検のときはどうするの

かということも含めてマニュアル化と、もう一つはですね、これなかなかマニュアル作っ

てもね、これ、担当者替わるとまたわからないんですよね。ですから、そこら辺の引き継

ぎ、あるいは、この後の何十年か後に、やはりきちっといつこれを交換したと、何十年か

後になったら必ずそれを点検する、交換するという、そういう、どういう形でねこれをや

るかということ、ここら辺がですね非常に役所というのはね弱いんですよね。かつてはで
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すね、電気関係だけをやっていた人が、採用から定年まで約４０年間、そればっかしやっ

ている人がいるんですよね。今そういうことになっていませんので、そういう点も含めて

今、引き継ぎの仕方、あるいはそういうかつて起きたときの、かつての記録をどう残すと

か、そういうことも含めて意外と曖昧な点がありましたので、これを今回のその問題を契

機として、もう一度きっちり作るように指示をいたしました。はい。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

すいません、加えてなんですけれども、今回その、例えば部署によってはパソコンが使

えたという部署と、それから全然使えないような部署があったりして、そこら辺の何てい

うんでしょうかね、その指示系統というんですか、連絡系統、あるいは情報収集というも

のを、どこかまとめてやるような体制というのはとってなかったんでしょうか。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

それもですね、非常にやはり非常電源がですね、余りパソコンのことを考えていない状

況で。大変申し訳ございません。知事室に非常電源がないんであります。というのはね、

かつては知事室には非常電源いらないんです。知事はパソコンなんか使いませんから、昔

は判子だけです。今、私はパソコンないと仕事できない。残念ながら知事室と副知事室に

非常電源がないという、大変そういう状況でもありました。ですから、今、非常電源の持

ち方もですね、そこのセクションによって非常に近いところにあったり、遠いともう電源

までコードが延々とという形になったりですね、パソコンの情報端末の優先度、ここら辺

もですね、これたこ足のようになっていますので、ここら辺も見直さなきゃならないと思

ってます。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

わかりました。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

今のお話と関連するんですが、どんだけ備えたとしても起きることは起きてしまうと思

います。そうした場合に、今質問があったように、いかにその早く復旧するか、あるいは

その必要最低限の業務を継続していくか、そういうことが必要になってくると思います。

総務省さんにお伺いしたところ、秋田県としてはその全庁を挙げてどうやって災害に対応

するか、復旧していくかということの業務継続計画が作られてないと。さらに、その総務

省としてはお勧めしている情報通信機器に関する事業継続計画も作られていないと。まあ

そのどっからどこまでがその情報通信か、それ以外かっていうのは、いろいろと議論が分

かれるところだと思うんですが、やはりその、こういう場合に、そういうマニュアルとい

うか計画があらかじめあった方が、対応がスムーズにいったんじゃないかという気もする

んですが、こういうそのいわゆるＢＣＰと言われる業務継続計画をお作りになる御予定と

いうのはおありでしょうか。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）
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実は、これはですね、確か６月か３月の議会（※）でも質問があって、我々としては作

ってないんですけれども、いずれこれを作る前提で検討したいというお答えをしています。

そういうことで、今勉強中であったわけであります。

ただですね、業務継続計画等々いろいろな計画あっても、実はですね、計画というのは単

に計画書作るんじゃなくて、それに対するバックアップの、やはり物理的な設備整備もな

いと意味がないんですよね。特に情報系、いわゆる人間の行動系はマニュアルでできます

けども、計画でできますけども、ここら辺が非常に難しいんですよね。ですから、どうい

う形でバックアップするのか、あるいは電源があったとしてもサーバーなんかの問題もあ

ったり、いろんな状況があったりして、いずれ計画を作るときには必ず最低限のその具体

的な施設設備の何ていいますか整備も必要なもんですから、そこら辺等がですね、なかな

か費用の問題ですぐ出てこないという、どうもそういう習性がね役所であるんですよね。

どうしてもその役所っていうのは、まずやはりこの予算で縛られますので。ただ、やはり

もう一つちょっとですね、そこら辺はですね、よくね、ちょっと私も有り体に言うと、職

員とやり取りすると、「いや、県庁だけ余り立派にするとね、民間からその県庁だけが」

って、そういうものじゃないんだよな。やっぱり、いざというときに県庁が生きていない

とね、県庁がもう全く役に立たないと大変ですので、それは金はかけてもね、県民はね誰

も文句は言わないんじゃないかなということで、余りあの金の問題をね、無駄なことはや

めるべきですけれども、あんまり予算予算って頭にしないで、まず何らかのことがあって

も、いわゆる県がその中枢機能を維持するためにはどうあるべきかと、そういうふうに考

えてということで今言っております。

（※）正しくは、平成２３年９月定例会（１２月議会）

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

計画を近くお作りになられるという理解でいいですかね。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

そういう方向で今動いていますけれども、ちょうどですねまだ勉強している最中だった

んですね、どうも。確かあのときに、それについては検討いたしますという、やっぱりあ

る程度の（事例が）ないと。今回まさにそれですよね。ですから、確かに電気系統がだと

か、出納局だけで。けれども、それだけではないんですよね、ええ。それだけじゃないん

ですよね。ですから、あそこがまさかね、パソコンだとか全部のやり取りをあそこ（出納

局）でやれと言ったって無理なんですよね。ですから、それはそれとして、どういうセク

ションが、どれに対応するかということは、まだちょっとそこが曖昧になっていますので、

そこがその計画として作られて、そのときに必要なバックアップ機能をやるとすると、こ

ういう整備を何年でやるかという、そういうふうになるんですね。はい。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）

ありがとうございました。

--------------------------------------------------------------------------------
（記 者）
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今の御質問に関連しますが、県庁として最低限継続すべき業務はこういうものだという

ことを整理したことというのは、今まであるものでしょうか。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

そこら辺も、やはり今のね業務継続計画を作らないと、ですから、何となくはその、何

となく全体としては意識しているけれども、それをきちっと整理したものはないんじゃな

いかと。

--------------------------------------------------------------------------------
（知 事）

危機管理計画ではあるのか、ただ、危機管理計画でも、それ事務的な内容までの細かい

ところまでいってないんですよ。ですから、やはり危機管理計画というのは、全体のその

大まかなやつだけれども、例えば納税証明のコンピューターシステムがストップしたとき

に、それじゃあ何日までに、最低限どれぐらいで復旧させるのか。例えば、ものによって

は手書きで発行させるのか、そういう手書きのアウトプットを常に出しておくのかどうか

とか、そういうところまではいってないんですね。ですから、それは現在、はっきりした

ものはないと言った方が正直に言えばそういう状況ですね。ですからやっぱりこれ業務継

続計画を作るとですね、それに派生して、やはりこういうものについては工程表出てくる

んですよね。ですから、それで業務経営計画というのは必要なんですよ。細かいところね、

一つ一つの事務について。これはね、１カ月投げてもいいっていうやつと、これについて

はすぐ対応するものは、常に手書きのものを持っておくだとか、毎日その日のファイルは

別でバックアップして取っておくだとかね、すると、これは別のパソコンで読み取れると

かね、そういうことは結局そこまではやってないです。これもね、今のデータ処理が全部

コンピューターになって、そこら辺が今、過渡期ではあることは確かですね。民間がやは

りこれは進んでいますけれども、役所で全部やっているところっていうのは、多分全国的

にそうないと思うんですけどね。やはりこういうことがあればですね、その大切さが認識

されるということですね。

--------------------------------------------------------------------------------
（幹事社）

そのほかなければ、これで終わりたいと思いますが、よろしいでしょうか。

ありがとうございました。


